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ニプロ長ねぎ収穫機

取扱説明書
ご使用になる前に必ずお読みください。

NK101

この製品を安全に、また正しくお使いいただくために、

必ずこの取扱説明書をお読みください。

●間違えた使い方をすると事故をおこすおそれがあります。

●お読みになった後は、必ず製品の近くに保管してください。
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ニプロ製品をお買い上げいただきまして
誠にありがとうございます。

はじめに もくじ

●この取扱説明書は長ねぎ収穫機の取扱方法と使

用上の注意事項について記載してあります。ご

使用前には必ず、この取扱説明書をよく読み十

分理解されてから、正しくお取扱いいただき、

最良の状態でご使用してください。

●お読みになった後は、必ず製品の近くに保管し、

必要になったとき読めるようにしてください。

●製品を他人に貸したり、譲り渡される場合は、

この取扱説明書を製品に添付してお渡しくださ

い。

●この取扱説明書を紛失、または損傷した場合は、

すみやかに弊社、またはお買い上げいただきま

した販売店、農協へご注文してください。

●品質、性能向上あるいは安全上、使用部品の変

更をおこなうことがあります。そのような場合

には、本書の内容、および写真・イラストなど

の一部が、本製品と一致しない場合があります

ので、ご了承ください。

●ご不明なことやお気付きのことがございました

ら、お買い上げいただきました販売店、農協へ

ご相談ください。

● 印付きの下記マークは、安全上、特に重要な

事項です。必ず守って作業をしてください。

その警告文に従わなかった場合、死
亡または重傷を負うことになるもの
を示します。

その警告文に従わなかった場合、死
亡または重傷を負う危険性があるも
のを示します。

その警告文に従わなかった場合、ケ
ガを負うおそれのあるものを示しま
す。

●この取扱説明書には安全に作業をしていただく

ために、安全上のポイント「安全に作業をする

ために」を記載してあります。ご使用前に必ず

読んでください。

注意

警告

危険
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アタッチメント

作業機に後付けする製品

オート装置

作業機の均平板の動きをセンサで感知して、トラ

クタに電気または機械信号で伝え、トラクタの油

圧を自動的に作動させ、作業深さを一定に規制す

る装置

オートヒッチ、カプラ

トラクタに乗ったままワンタッチで作業機を装着

できるヒッチ

クリープ（速度）

超低速の作業速度

耕うん爪取付方法

１フランジタイプ

耕うん軸の板（フランジ）に、耕うん爪１本に

対して、ボルト２本（組ボルトは１個）で取付

ける方法。

２ホルダータイプ

耕うん軸のホルダー（ブラケット）に、耕うん

爪を差し込んで、ボルト１本で取付ける方法。

耕　深

耕うんする深さ

コネクター

コードとコードをつなぐ接続口

サーキットブレーカ

電流が設定値より過大になると回路を遮断するも

ので、一時的に回路の損傷を防ぎます

３点リンク

トラクタに作業機を装着するための３点で支持を

おこなうリンク

ジョイント

トラクタの動力を作業機へ伝達するための軸

ターンバックル

トップリンクの短い物（長さの調整ができる）

ダッシング

耕うん爪の回転でトラクタが前に押され飛び出す

こと

チェックチェーン

トラクタに対し作業機が左右に振れる量を規制す

るチェーン

トップリンク

作業機を装着する３点のリンクのうち、作業機の

上部を吊り下げているリンク

ハイリフト（ニプロロータリー　10シリーズ）

フレームパイプの連結ロット取付位置と、均平板

下部の頭付ピンが取付けてある位置を、連結ロッ

トでつなぎ、均平板をはね上げる事（はね上げの

方法は、均平板の調整の項参照）

ブラケット側

チェーンケースの反対の軸受側

ポジションコントロールレバー

作業機を上げ下げするために使用するレバー

メカニカルロック

機械式に固定する。

揚　力

トラクタが作業機を上昇させるための力

リフトロッド

トラクタが作業機を上げるためロワーリンクと連

結しているアーム

リリーフ状態（音）

シリンダーが最縮および最長時、これ以上伸び縮

みできないときに音が変わったとき

リリーフ弁

油圧装置に規定以上の油の圧力がかかり、油圧装

置が破損することを防止する弁

ロワーリンク

作業機を装着する３点リンクのうち、作業機の下

部を吊り下げているリンクで左右１本ずつある

20

用語と解説
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ここに記載している注意事項を守らないと、死亡・傷害事故や、機械の破損の原因になります。
よく読んで安全作業をしてください。

警告 
●過労・病気・薬物の影響・その他の理由により作業に集中できないとき 
●酒を飲んだとき 
●妊娠しているとき 
●18歳未満の人 

一般的な注意事項 

こんなときは運転しない 

警告 
はちまき・首巻き・腰タオルは禁止です。 
ヘルメット・すべり止めのついた靴を着用し、だぶつきのない服装をしてください。 
【守らないと】機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。 

作業に適した服装をする 

警告 
トラクタに重い作業機やアタッチメントを装着するときは、トラクタメーカ純正のバランスウェイ 
トを付け、バランス調整をしてください。 
【守らないと】傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。 

重量バランスの調整をする 

注意 
トラクタに作業機を装着して公道を走行しないでください。 
必ず、作業機を取外して走行してください。 
【守らないと】道路運送車両法違反です。 
　　　　　　　事故を引き起こすおそれがあります。 

公道の走行は作業機装着禁止 

警告 
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず読むように指導してください。 
【守らないと】死亡事故や損害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。 

機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する 

警告 
機械と一緒に「取扱説明書」を渡し、必ず読むように指導してください。 
【守らないと】死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。 

機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける 

警告 
トラクタに作業機を装着する前に、必ずトラクタの取扱説明書を読み、よく理解してから作業機の 
装着をしてください。 
【守らないと】傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。 

トラクタに作業機を装着するときは必ずトラクタの取扱説 
明書を読む 

安全に作業をするために
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点検・整備の注意事項 

注意 
改造をしないでください。保証の対象にはなりません。 
純正部品や指定以外の部品は取付けないでください。 
【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

機械の改造禁止 

警告 
交通の邪魔にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない、平らで固い場所で点検整備をして 
ください。 
【守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

点検整備は平らで固い場所でおこなう 

注意 
機械を使う前と後には必ず点検・整備をしてください。 
【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

点検・整備をする 

注意 
点検・整備・修理、または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。 
【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

点検整備中はエンジンを停止する 

作業時の注意事項 

警告 
作業機の着脱は，平らで固い場所でおこなってください。 
【守らないと】下敷きになったり、ケガをしたりします。 

作業機の着脱は平らな場所でおこなう 

警告 
トラクタのまわりや作業機との間に人を入れないでください。 
【守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

トラクタと作業機のまわりに人を近づけない 

注意 
装着のときや、点検・整備で取外したカバー類は、必ず取付けてください。 
【守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

カバー類は必ず取付ける 

注意 
点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合ったものを正しく使用してください。 
【守らないと】整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。 

目的に合った工具を正しく使用する 
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珎 オフセットアームのグリース注入

使用時毎に、回転部のグリースニップルにグリー

スを注入してください。

玻 スポンジリング　ばね調整

1）ばねフック部の外外の長さを、110～115㎜に

調整してください。

●使用済みのオイルをむやみに捨てると環境汚染に

なります。

盧オイルを排出するときは、必ず容器に受けてく

ださい。地面へのたれ流しや川への廃棄は絶対

にしないでください。

盪廃油・各種ゴム部品などを捨てるときは、お買

い求めの農協、販売店にご相談ください。

警告
●格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選

んでください。

●ジョイントは長ねぎ収穫機から外して、別保管し

てください。

●格納庫には子供を近づけないでください。

守らないと長ねぎ収穫機が転倒し、傷害事故や機械

の損傷につながります。

18

格　　納

地球にやさしく

グリース注入 
４ヶ所 

110～115㎜ 
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警告 
作業機の下にもぐったり、足を入れないでください。 
【守らないと】何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。 

作業機の下にもぐったり、足を入れない 

警告 
回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエンジンを停止させ、巻き付きを外してください。 
【守らないと】機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。 

機械に巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する 

注意 
子供には十分注意し、近づけないでください。 
【守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

子供を機械に近づけない 

注意 
作業機の調整をするときは、作業機を下げ、トラクタの駐車ブレ－キをかけ、ＰＴＯ変速レバーを 
「中立」の位置にし、エンジンを停止してからおこなってください。 
【守らないと】傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。 

作業機の調整はエンジンを停止しておこなう 

警告 
傾斜地での高速・急旋回は、転倒のおそれがあり大変危険です。 
トラクタ速度を落とし、大きく回ってください。 
【守らないと】死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。 

傾斜地では、ゆっくり大きくまわる 

警告 
作業機の落下を防止するため、油圧ストップバルブを完全に「閉め」てロックし、さらに作業機の 
下へ台を入れてください。 
【守らないと】死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。 

作業機の落下防止をする 

警告 
積込み、積降ろしをするときは、平らで交通の邪魔にならない場所でトラックのエンジンを止めま 
す。動かないようにサイドブレーキをかけ、車止めをしてください。使用するアユミ板は強度・長 
さ・幅が十分あり、すべり止めの付いているものを選んでください。 
長さのめやすは荷台高さの４倍です。 
【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

アユミ板は、強度・長さ・幅の十分あるものを使用する 
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C6
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警告ラベルの種類と位置

W3 8750-326000

W4　8750-321000

W4 8750-321000 W6 8750-323000C10 8750-337000 C29 8750-384000

●警告ラベルは図の位置に貼ってあります。よくお読みになって安全に作業をしてください。

●警告ラベルは、汚れや土を落とし常に見えるようにしておいてください。

●紛失、または破損された場合には、お買い上げいただいた販売店、または農協へ下記型式、およびコードナ

ンバーでご注文のほどお願いいたします。

D7 8750-344000

W36 8750-391000

●ディスクには素手で 
　ふれないでください。 
●ケガをするおそれ 
　があります。 

C29　8750-384000

C6 8750-330000
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玻 長ねぎの挟持高さ（はさむ高さ）の調節

盧挟持高さの調節は、ベルト枠上下調節ハンドル

を回して調節します。

珀 土落としドラムの高さ調節

盧長ねぎにキズが付かないように高さ調節レバー

で土落としドラムの高さを調節します。

珥 掘取り作業

盧トラクタのエンジン回転を1500rpm程度にし、

掘取り作業を行います。

盪掘取り作業中に掘取り部がうねの芯からずれた

ときのオフセット操作は、少しずつ行ってくだ

さい。

蘯補助者は掘取られた長ねぎを、結束等して地面

に並べていきます。

盻うねの端まで行ったらいったん停止し、トラク

タのＰＴＯのみを回し、ベルトの上の長ねぎを

後方へ送ります。

眈トラクタ長さ分の掘り残した長ねぎを手で掘取

ります。

珈 ステップ　NK1－SP（G120  901000）

盧 取付け方

①本体後部の取付ピンにＲピンで取付けます。

②長ねぎの掘取り深さによりステップ取付高さ

が変わりますので、ほ場により穴位置の上下

で調節して下さい。

玳 0Sキット　NK01－OS（G128  901000）

盧長ねぎ収穫機NK101をセットカプラで装着す

るための部品です。

盪この部品を使用するとフリーマストが使用で

きなくなるため、畑に凹凸がある時、又は軟

弱な場合はねぎ下部を切るおそれがあります。

蘯取付け方法

①マスト支点ピンを抜き、フリーマストを取り

はずします。

②Ａ穴に取外したマスト支点ピンでトップカラ

ーNKを取付けます。

16

土落としドラム 
高さ調節レバー 

ベルト枠上下 
調節ハンドル 

オプション

（上下） 
穴位置 

Ｒピン 

ガード 

取付ピン 
ステップ 

フリーマスト 

トップカラーNK

ロワーピンガイドL

23リング 

Ａ穴 

ロアーピン 
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●この長ねぎ収穫機は、長ねぎの収穫に使用し、使

用目的以外の作業には、決して使わないでくださ

い。使用目的以外の作業で故障した場合は、保証

の対象にはなりません。

●この長ねぎ収穫機は決められた適応馬力で設計し

ています。適応トラクタ馬力の範囲内で使用して

ください。範囲を超えての使用は故障の原因にな

り、保証の対象にはなりません。

●この長ねぎ収穫機は「標準３点リンク」規格で設

計しています。他の規格「特殊３点リンク」など

では装着ができません。

●この長ねぎ収穫機の改造は決しておこなわないで

ください。保証の対象にはなりません。

「保証書」はお客様が保証修理を受けられるときに

必要となるものです。

お読みになった後は大切に保管してください。

機械の調子が悪いときは、この取扱説明書を参照し

点検してください。点検・整備しても不具合がある

場合は、お買い上げいただいた販売店・農協、また

は弊社までご連絡ください。

なお、部品のご注文は販売店・農協に純正部品表

（パーツリスト）が備えてありますのでご相談くだ

さい。

●ご連絡いただきたい内容

蘆型式名と製造番号と区分

・ネームプレートを見てください。

蘆ご使用状況

・ほ場の条件は　石が多いですか？

強粘土ですか？

・トラクタの速度は？

・ＰＴＯの回転数は？

蘆どのくらい使用されましたか？

・約□□アール　または□□時間

蘆不具合が発生したときの状況をなるべく、くわ

しく教えてください。

●補修部品は、純正部品をお買い求めください。

市販類似品をお使いになりますと、機械の不調や

性能に影響する場合があります。

●この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製

造打ち切り後９年です。ただし供給年限内であっ

ても、特殊部品については納期などご相談させて

いただく場合があります。

●供給年限経過後であっても、部品供給のご要請が

あった場合には、納期、および価格についてご相

談させていただきます。

5

本製品の使用目的について アフターサービスについて

補修部品と供給の年限について

保証書について

型　　式 
区　　分 

製造番号 

販売元 
製造元 

長ねぎ収穫機 

ネームプレート
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珈 各部のなまえ

6

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑫ 

⑪ 

⑩ 

⑧ 

⑨ 

② 

N
K
1
0
1

N
K
1
0
1

主要諸元

各部のなまえと組立

型 式 ・ 区 分  

全　　　　　　長（㎜） 

全　　　　　　幅（㎜） 
 

全　　　　　　高（㎜） 

質　　　　　　量（㎏） 

用 途  

装 着 方 法  

松山規格CM型 

トラクタ中心から掘取中心まで 

1,130 

　0.1～0.2 

７～14 

微速付18.4～25.7（25～35） 

ステップ、0S部品 

NK101 

1,940 

作業台格納時　2,330 

作業台展開時　1,850 

1315 

360 

長ねぎの収穫 

３点リンク直装　JIS1

使 用 ジ ョ イ ン ト  

最大オフセット（㎜） 
 

作　業　速　度（㎞/h） 

作　業　能　率（h/ha）

適応トラクタ Kw（PS） 

オ プ シ ョ ン  

適応トラクタは、条件により四輪駆動、フロントウエイト必要 

作業能率は、ほ場効率70％の計算値です。 

本仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。 

漓　前ゲージ輪

滷　後ゲージ輪

澆　ディスク

潺　入力軸

潸　ロワーピン

澁　フリーマスト

澀　ミニモーション

潯　挟持ベルト

潛　掘取コンベア

濳　土落としドラム

潭　スポンジリング

澂　作業台

ﾌ゚ ﾛ長ねぎ収穫機NK101　本文  15.4.10 13:34  ページ 6



14

珈 本体ハーネス、コントロールケーブル、操作ボ

ックスのつなぎ方

盧本体ハーネスを、収穫機に取り付けてあるミニ

モーションとリレーボックスにつなぎます。

盪バッテリケーブルの１極コネクターを本体ハー

ネスのコネクターにつなぎます。

蘯本体ハーネスにコントロールケーブル、操作ボ

ックスをつなぎます。

盻ケーブルの固定は、機械の動く部分を避け、結

束バンドで確実に行ってください。

眈トラクタのエンジンをかけ、収穫機の上下、左

右の開閉を行い、ケーブルの破損、引っ張りが

ないことを確認してください。

警告
●トラクタから収穫機を取外すときは、必ず本体ハ

ーネスをミニモーション・リレーボックスから外

してください。守らないとケーブルやコネクター

が破損したり、収穫機が転倒します。

注意
●コネクターは確実に接続してください。

●バッテリケーブルを接続するときは、必ず＋－を

確認してください。逆に接続すると、操作ボック

ス・リレーボックスが破損するおそれがありま

す。

●コネクターを外すときは、ケーブルを引っ張らな

いでください。断線の原因となります。

守らないと機械の損傷やケガにつながります。

補足　８極コネクターのみ

●コネクターを外したときは、オス、メスを組み合

わせて、端子（ピン）の変形や、ホコリ・水分に

よる損傷をふせいでください。

注意
●リモコン操作をするときは、必ず回りに人がいな

いことを確認してから操作してください。

●リモコン操作をするときは、収穫機を地面より持

ち上げた状態で行ってください。

●走行変速はニュートラルにし、必ずブレーキをか

けてください。

守らないとケガや機械の損傷につながります。

●操作ボックスは水ぬれ厳禁です。必ずキャビン内

もしくは屋内に保管してください。

珈 トラクタのエンジンをかけ、油圧レバーで収穫

機が地面から離れるまで持ち上げます。

玳 操作ボックスの「作業」ボタンを押すと、収穫

機の掘取部が右へ移動します。

珎 操作ボックスの「格納」ボタンを押すと、収穫

機の掘取部が左へ移動します。

リモコン操作

右へ移動し 
作業状態に 
なります 

作業 格納 

左へ移動し 
格納状態に 
なります 

ミニモーション 

リレーボックス リレーボックス 

本体ハーネス 

バッテリケーブル 
コントロール 
ケーブル 

ﾌ゚ ﾛ長ねぎ収穫機NK101　本文  15.4.10 13:34  ページ 14

玳 組　立

注意
●梱包を解体するときは、まわりの人や物に注意してください。
●木枠やダンボールの「クギ・ハリ」などには十分注意してください。
守らないと「クギ・ハリ」や木枠でケガをすることがあります。

図を参考にして、各部を組付けます。
盧後ゲージ輪　組付

梱包は仮止めで下穴に取付けてあります。

①仮止めのボルトを取外し、上から３番目の穴に

取付けます。

②他の穴は、ネギの深さ位置に合わせて上下しま

す。

ネギの根の位置が浅い時には、１、２番目の穴

に変えます。

③作業姿勢はフレームが水平になるように前ゲー

ジ輪で調整します。

盪スポンジリング　組立

①スポンジリング　１、２、４

1）ボルトに平座金、スポンジリング（止めネジを上側）、平座金、ナットを取付け、スポンジ輪アームに取

付け上側でナットで締付けます。

2）締付ける時は、平座金とナットに１㎜のすき間を開けてください。

②スポンジリング　３

取付アームにナットが溶接されています。

1）ボルトに平座金、スポンジリング（止めネジを上側）、平座金、ナットを取付け、スポンジ輪アームにネ

ジ込み、ナットで締付けます。

2）締付ける時は、平座金とナットに１㎜のすき間を開けてください。

③スポンジリング　ばね調整

1）ばねフック部の外外の長さを、110～115㎜に調整してください。（18ページ図参照）

7

１㎜開ける 

１㎜ 
開ける 

ナット 

ナット 

平座金 

スポンジリング４ 

スポンジリング２ 

スポンジリング１ スポンジリング３ 

スポンジリング２ 

スポンジリング１ スポンジリング３ 

1 2
3
4
5
6
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●掘取機のトラクタへの装着システムは、「標準３

点リンク規格」を採用しています。

●日農工統一規格「日農工標準３点オートヒッチ」

をオプションで採用しています。

注意
●トラクタ取扱説明書「３点リンクの規格」をよく

読んでください。

●必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因となります。

盧長ねぎ収穫機は「標準３点リンク規格」です。

トラクタの３点リンクも標準３点リンクでない

と装着できません。

盪「特殊３点リンク規格」の場合は、特殊３点リ

ンク用トップリンクブラケットを外し、トップ

リンクを標準３点リンク用の物に交換してくだ

さい。両側にネジの付いたもので長・短の調整

が出来る物に交換してください。

蘯作業機の上がり量、下がり量が不足する場合は、

リフトロッドの取付穴位置をリフトロッドの上

下の穴に移してください。

●下記写真が装置姿勢です。多少の方向ちがいは車

輪、スタンドで修正します。

警告
●長ねぎ収穫機の装着は平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

●トラクタのまわりや長ねぎ収穫機との間に人が入

らないようにしてください。

●長ねぎ収穫機の下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

●長ねぎ収穫機の装着をするときは、トラクタの駐

車ブレーキをかけ、ＰＴＯ変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してください。

●前輪荷重が不足するときは、トラクタメーカの純

正バランスウェイトを付け、バランス調整をして

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

珈 トラクタへの装着

盧トラクタの左ロワーリンクに収穫機の左ロワー

ピンを取付けます。

盪トラクタの右ロワーリンクに収穫機の右ロワー

ピンを取付けます。高さが合わないときは、右

側リフトロッドの長さを調節してください。

8

トラクタへの装着

トラクタの準備

トラクタの規格 装着姿勢

トップリンク 
 

トップリンク 
ブラケット　 

レベレング 
ハンドル　 

リフトロッド 

リフト 
　ロッド 

左ロワーリンク 

右ロワーリンク チェックチェーン 
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警告
●長ねぎ収穫機の取り外しは平らで固い場所を選

び、いつでも危険をさけられる体制でおこなって

ください。

●トラクタのまわりや収穫機との間に人が入らない

ように注意してください。

●収穫機の下へもぐったり、足を入れたりしないで

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

注意
●ＰＴＯ変速レバーを「中立」の位置にして、トラ

クタから収穫機を外してください。

守らないと傷害事故につながります。

珈 作業状態（掘取部が右側にオフセットしている

状態）のうちに、ディスク取付枠・前ゲージ輪

ホルダーを折りたたみます。

玳 操作ボックスの「格納」ボタンを押して、掘取

部を左へ移動し格納状態にして、スタンドを取

付けます。

珎 収穫機をゆっくり下げ、ジョイントが水平にな

ったところで収穫機をとめ、ジョイントを外し

ます。ジョイントはトラクタ側を先に外し、つ

ぎに収穫機側を外します。

玻 収穫機をいっぱいに下げます。

珀 本体ハーネスを収穫機から取り外し、トラクタ

キャビン内等に格納します。

珥 左右の後車輪とスタンドが接地しているのを確

認した後、トラクタのトップリンク長さを調節

しながら、収穫機のフリーマストから外します。

珮 右側リフトロッドの長さを調節しながら、左右

ロワーリンクを収穫機から外します。

珞 トラクタをゆっくり前進させます。

警告
●点検は交通の邪魔にならず安全な所で、機械が倒

れたり動いたりしない、平らな固い場所でおこな

ってください。

●点検・整備・調整をするときは、必ずエンジンを

停止してください。

守らないと死亡事故や傷害事故、機械の損傷につ

ながります。

●トラクタの取扱説明書「作業前の点検」をよく読

んでください。

●機械の性能を引きだし、長くご使用いただくため

に、必ず作業前の始業点検をしてください。

●各部のゆるんだボルト・ナットなどは、増締めを

してください。

珈 機械のまわり

盧各部の損傷、挟持ベルトの損傷、汚れ、ボルト、

ナットのゆるみ点検

盪ジョイントへのグリース点検

蘯地面から持ち上げ回転させ、異音、異常の点検

12

トラクタからの取り外し

前ゲージ輪 

ディスク ディスク 

作業前の点検
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蘯トップリンクを収穫機のフリーマストへ、トラ

クタ付属のトップリンクピンで、長さを調節し

て取付けます。このときフリーマストの角度が

約45°になるようトップリンクの長さを調節し

ます。

盧トラクタに装着したときは、「最上げ」時にト

ラクタと長ネギ収穫機がぶつからないように、

油圧をゆっくり上げながら確認します。特にキ

ャビン付きトラクタの場合は、背面のガラスを

突き上げないように注意してください。

盪トラクタのなかには、スイッチで「最上げ」ま

で自動上昇する機種があります。作業機が勢い

よく上がるため、100㎜以上間隔を開けるよう

に、上げ規制をしてください。

蘯トップリンクやロワーリンクの取付穴位置、お

よびリフトロッドやトップリンクの長さを変え

た場合には、調整をやり直してください。

盻リフトロッドの長さを調節して、長ネギ収穫機

の左右を水平に調節してください。

注意
●トラクタの取扱説明書「３点リンク、および油圧

関係」をよく読んでください。守らないと機械の

損傷やケガの原因となります。

危険
●ＰＴＯクラッチを切り、トラクタのエンジンは必

ず停止させ、ジョイントの取付けをしてください。

●長ねぎ収穫機を下げて、ジョイントを取付けてく

ださい。

守らないと死亡事故や傷害事故につなります。

珈 長さの確認

ジョイントの長さは、装着するトラクタの型式

により異なります。ご注文時にトラクタの型式を明

示いただければ、そのトラクタに適応したジョイン

トが付属されます。型式が不明の場合は標準の長さ

の物が付属されます。

次の方法で長さの確認をしてください。

長すぎるジョイントを装着すると、トラクタのＰ

ＴＯ軸か作業機の入力軸を突き、破損させます。

短いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイン

トが破損します。

盧収穫機をゆっくり上下し、トラクタのＰＴＯ軸

と収穫機の入力軸が同じ高さになったところで

油圧をロックしエンジンを止めます。

盪ＰＴＯ軸へジョイントを取付けます。

蘯ジョイントをいっぱいに縮め、ジョイントの先

端と収穫機の入力軸との間に10㎜ほど間隔があ

ればそのまま使用できます。間隔がない場合は、

長い分を切断します。

盻ジョイントの使える長さは、下表の通りです。範

囲内で使用してください。最少ラップ（オス、メ

スの重なり）は100㎜確保しています。

9

10㎜程度 

持ち上げ時の注意

ジョイントの取付

種
類

ジ
ョ
イ
ン
ト

ジョイント型式

CM－　　1

660

2

3

最縮全長
（㎜）

610

660

710

810

使える長さ
（㎜）

610～814

660～914

710～1014

810～1214
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玳 ジョイントの切断方法

盧長い分だけジョ

イントカバーを

オス・メス両方

切り取ります。

盪切り取ったジョ

イントカバーと

同じ長さを、シ

ャフトの先端か

ら計ります。

蘯シャフトを高速

カッタか金ノコ

でオス・メス両

方切断します。

※高速カッタは回

転が速く、ケガをするおそれがあります。

十分注意して、作業を行ってください。

盻切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリース

を塗りオス、メスを組合せます。

珎 取付方法

盧長ねぎ収穫機は「普通ジョイント」が付いてい

ます。必ずインナー側をトラクタのＰＴＯ軸へ

取付けて下さい。

盪ジョイントのロックピンを押しながら、ＰＴＯ

軸、および入力軸へ挿入し、ロックピンを軸の

溝で止めます。

ハンマーなどで

ジョイントをた

たき、強引に入

れないでくださ

い。

ジョイントを軸

にはめ込み、ロ

ックピンが軸溝

に正確に、はま

っている事を確

認してくださ

い。トラクタ側、

作業機側とも

に、ロックピンの頭が10㎜以上出ている事を確

認してください。

蘯ジョイントを着脱するときは、入力軸カバーの

Ｒピンをぬいて上に上げてください。

盻ジョイントカバ

ーのチェーン

を、トラクタの

３点リンクが上

下しても動かな

い場所につなぎ

ます。３点リン

クを上下しても

引っ張られない

ようにたるみを持たせます。

10

ＰＴＯ軸側 入力軸側 

インナー（オス）側 アウター（メス）側 

入力軸カバー 

Ｒピン Ｒピン 

写真はロータリー 写真はロータリー 

ジョイントカバー 

チェーン 

×

10㎜ 
以上 
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ックピンが軸溝

に正確に、はま

っている事を確

認してくださ

い。トラクタ側、

作業機側とも

に、ロックピンの頭が10㎜以上出ている事を確

認してください。

蘯ジョイントを着脱するときは、入力軸カバーの

Ｒピンをぬいて上に上げてください。

盻ジョイントカバ

ーのチェーン

を、トラクタの

３点リンクが上

下しても動かな

い場所につなぎ

ます。３点リン

クを上下しても

引っ張られない

ようにたるみを持たせます。

10

ＰＴＯ軸側 入力軸側 

インナー（オス）側 アウター（メス）側 

入力軸カバー 

Ｒピン Ｒピン 

写真はロータリー 写真はロータリー 

ジョイントカバー 

チェーン 

×

10㎜ 
以上 
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危険
●取外したトラクタのＰＴＯ軸カバー、長ねぎ収穫

機の入力軸カバーをもとどおりに取付けてくださ

い。守らないと巻き込まれて傷害事故の原因にな

ります。

警告
●収穫機の調整をするときは、トラクタの駐車ブレ

ーキをかけ、ＰＴＯ変速レバーを「中立」の位置

にし、エンジンを停止してから行ってください。

●トラクタのまわりや収穫機との間に人が入らない

ようにしてください。

●収穫機の下へもぐったり、足を入れたりしないで

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

珈 振れ止め調節

トラクタの中心（ＰＴＯ軸）と収穫機の中心（入

力軸）を一直線に合わせ、チェックチェーンを左

右均等に10～20㎜振れるように張ります。

玳 トップリンク長さの調整

左右の後車輪と先金が接地した状態で、フリーマ

ストの角度が45°になるようトップリンク長さを

調整します。

珎 収穫機の「最上げ」位置の調整

ＰＴＯを回転させながら、ゆっくり収穫機を上げ、

振動や異音の出ない位置で油圧レバーの「上げ規

制ストッパー」を止めます。特に、トラクタのキ

ャビン・燃料タンク等に注意して100㎝以上の余

裕をとってください。

警告
●長ねぎ収穫機が付いていると後ろが長くなりま

す。まわりの人や物に注意して旋回してください。

●高速走行・急発進・急停車はしないでください。

旋回するときはスピードを落とし急旋回はさけて

ください。

●運転者以外の人や物をのせないでください。

●子供には十分注意し、機械へは近づけないでくだ

さい。

●急な登り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作

ができなくなりとても危険です。常に前・後輪の

バランスを考えながら、トラクタメーカ純正のバ

ランスウェイトをつけてください。

●あぜ越えや段差を乗り越えるときは、アユミ板を

使用して、地面に接しない程度に作業機を下げ、

重心を低くしてください。

使用するアユミ板は、強度・長さ・幅が十分にあ

り、すべり止めのあるものを選んでください。

●両側に、溝や傾斜のある農道を通るときは、特に

路肩に注意してください。軟弱な路肩、草の茂っ

たところは通らないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

注意
●トラクタに長ねぎ収穫機を装着して公道を走行し

ないでください。守らないと「道路運送車両法違

反」となり、事故を引き起こす原因になります。

珈 移動のときは、ディスク取付枠・前ゲージ輪ホ

ルダーを折りたたみ、操作ボックスの「格納」

ボタンで収穫機を左側に格納してください。デ

ィスク取付枠を伸ばしたまま収穫機を左側に格

納すると、トラクタによっては、ディスクがタ

イヤに干渉する可能性があります。

収穫機をいっぱいに上げ、油圧ストップバルブを

完全に閉め、下がるのを防ぎます。

収穫機が左右に振れないようにチェックチェーン

を張り、ロックナットを締めてください。

玳 ほ場への出入りはあぜに対して直角に、ゆっく

り前進で行ってください。

11

トラクタとの調整

移動・ほ場への出入り
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警告
●長ねぎ収穫機の取り外しは平らで固い場所を選

び、いつでも危険をさけられる体制でおこなって

ください。

●トラクタのまわりや収穫機との間に人が入らない

ように注意してください。

●収穫機の下へもぐったり、足を入れたりしないで

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

注意
●ＰＴＯ変速レバーを「中立」の位置にして、トラ

クタから収穫機を外してください。

守らないと傷害事故につながります。

珈 作業状態（掘取部が右側にオフセットしている

状態）のうちに、ディスク取付枠・前ゲージ輪

ホルダーを折りたたみます。

玳 操作ボックスの「格納」ボタンを押して、掘取

部を左へ移動し格納状態にして、スタンドを取

付けます。

珎 収穫機をゆっくり下げ、ジョイントが水平にな

ったところで収穫機をとめ、ジョイントを外し

ます。ジョイントはトラクタ側を先に外し、つ

ぎに収穫機側を外します。

玻 収穫機をいっぱいに下げます。

珀 本体ハーネスを収穫機から取り外し、トラクタ

キャビン内等に格納します。

珥 左右の後車輪とスタンドが接地しているのを確

認した後、トラクタのトップリンク長さを調節

しながら、収穫機のフリーマストから外します。

珮 右側リフトロッドの長さを調節しながら、左右

ロワーリンクを収穫機から外します。

珞 トラクタをゆっくり前進させます。

警告
●点検は交通の邪魔にならず安全な所で、機械が倒

れたり動いたりしない、平らな固い場所でおこな

ってください。

●点検・整備・調整をするときは、必ずエンジンを

停止してください。

守らないと死亡事故や傷害事故、機械の損傷につ

ながります。

●トラクタの取扱説明書「作業前の点検」をよく読

んでください。

●機械の性能を引きだし、長くご使用いただくため

に、必ず作業前の始業点検をしてください。

●各部のゆるんだボルト・ナットなどは、増締めを

してください。

珈 機械のまわり

盧各部の損傷、挟持ベルトの損傷、汚れ、ボルト、

ナットのゆるみ点検

盪ジョイントへのグリース点検

蘯地面から持ち上げ回転させ、異音、異常の点検

12

トラクタからの取り外し

前ゲージ輪 

ディスク ディスク 

作業前の点検
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●掘取機のトラクタへの装着システムは、「標準３

点リンク規格」を採用しています。

●日農工統一規格「日農工標準３点オートヒッチ」

をオプションで採用しています。

注意
●トラクタ取扱説明書「３点リンクの規格」をよく

読んでください。

●必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因となります。

盧長ねぎ収穫機は「標準３点リンク規格」です。

トラクタの３点リンクも標準３点リンクでない

と装着できません。

盪「特殊３点リンク規格」の場合は、特殊３点リ

ンク用トップリンクブラケットを外し、トップ

リンクを標準３点リンク用の物に交換してくだ

さい。両側にネジの付いたもので長・短の調整

が出来る物に交換してください。

蘯作業機の上がり量、下がり量が不足する場合は、

リフトロッドの取付穴位置をリフトロッドの上

下の穴に移してください。

●下記写真が装置姿勢です。多少の方向ちがいは車

輪、スタンドで修正します。

警告
●長ねぎ収穫機の装着は平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

●トラクタのまわりや長ねぎ収穫機との間に人が入

らないようにしてください。

●長ねぎ収穫機の下へもぐったり、足を入れたりし

ないでください。

●長ねぎ収穫機の装着をするときは、トラクタの駐

車ブレーキをかけ、ＰＴＯ変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してください。

●前輪荷重が不足するときは、トラクタメーカの純

正バランスウェイトを付け、バランス調整をして

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

珈 トラクタへの装着

盧トラクタの左ロワーリンクに収穫機の左ロワー

ピンを取付けます。

盪トラクタの右ロワーリンクに収穫機の右ロワー

ピンを取付けます。高さが合わないときは、右

側リフトロッドの長さを調節してください。

8

トラクタへの装着

トラクタの準備

トラクタの規格 装着姿勢

トップリンク 
 

トップリンク 
ブラケット　 

レベレング 
ハンドル　 

リフトロッド 

リフト 
　ロッド 

左ロワーリンク 

右ロワーリンク チェックチェーン 
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警告
●作業中は、トラクタと収穫機の回りに補助者以外

の人を近づけないでください。

●回転部分に草・ねぎ等が巻き付いたときは、必ずエ

ンジンを停止させて巻き付きを取り外してください。

●収穫機の調整をする場合は、必ずエンジンを停止

させてから行ってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

珈 つねに補助者に注意を払って作業をしてくださ

い。作業の始め・旋回・バックの時は声をかけ

て安全の確保に努めてください

玳 作業が終わりましたら、土やゴミをほ場内でき

れいに落とし、道路には落とさないでください。

珎 作業中に異常が発生したら、すぐにエンジンを

止め点検してください。そのまま使用すると、

他の部分にも損傷が広がるおそれがあります。

警告
●配線は取扱説明書よく読み、順序を間違えないで

ください。

●12ボルトバッテリ専用です。トラクタの取扱説明

書で確認してください。

●コネクターは確実に接続してください。

●配線は燃料タンクや配管および動く部分をさけ、

結束バンドで固定してください。

●バッテリにコードを取付けるときは、火気を近づ

けないでください。

守らないとショートして、コードや操作ボックス・

リレーボックスが焼け、ヤケドや火災事故の原因に

なります。

注意
●作業後・移動後は、必ずバッテリケーブルを抜い

てください。守らないと誤操作でけがや機械の損

傷につながります。

13

コントロールケーブル 
3490　142000

操作ボックス（N） 
G120　111000

バッテリ（＋） 
　ターミナルへ 

バッテリ（－）ターミナルへ 

バッテリ 

バッテリケーブル（60）Ｗ 
E912　133000

スローブローヒューズ60A 
0600　110600

あぜぬりリレーボックス 
R060　139000

ミニモーション（250） 
R060　110000

本体ハーネス 
G120　110000

リモコン配線のしかた作業時の注意
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14

珈 本体ハーネス、コントロールケーブル、操作ボ

ックスのつなぎ方

盧本体ハーネスを、収穫機に取り付けてあるミニ

モーションとリレーボックスにつなぎます。

盪バッテリケーブルの１極コネクターを本体ハー

ネスのコネクターにつなぎます。

蘯本体ハーネスにコントロールケーブル、操作ボ

ックスをつなぎます。

盻ケーブルの固定は、機械の動く部分を避け、結

束バンドで確実に行ってください。

眈トラクタのエンジンをかけ、収穫機の上下、左

右の開閉を行い、ケーブルの破損、引っ張りが

ないことを確認してください。

警告
●トラクタから収穫機を取外すときは、必ず本体ハ

ーネスをミニモーション・リレーボックスから外

してください。守らないとケーブルやコネクター

が破損したり、収穫機が転倒します。

注意
●コネクターは確実に接続してください。

●バッテリケーブルを接続するときは、必ず＋－を

確認してください。逆に接続すると、操作ボック

ス・リレーボックスが破損するおそれがありま

す。

●コネクターを外すときは、ケーブルを引っ張らな

いでください。断線の原因となります。

守らないと機械の損傷やケガにつながります。

補足　８極コネクターのみ

●コネクターを外したときは、オス、メスを組み合

わせて、端子（ピン）の変形や、ホコリ・水分に

よる損傷をふせいでください。

注意
●リモコン操作をするときは、必ず回りに人がいな

いことを確認してから操作してください。

●リモコン操作をするときは、収穫機を地面より持

ち上げた状態で行ってください。

●走行変速はニュートラルにし、必ずブレーキをか

けてください。

守らないとケガや機械の損傷につながります。

●操作ボックスは水ぬれ厳禁です。必ずキャビン内

もしくは屋内に保管してください。

珈 トラクタのエンジンをかけ、油圧レバーで収穫

機が地面から離れるまで持ち上げます。

玳 操作ボックスの「作業」ボタンを押すと、収穫

機の掘取部が右へ移動します。

珎 操作ボックスの「格納」ボタンを押すと、収穫

機の掘取部が左へ移動します。

リモコン操作

右へ移動し 
作業状態に 
なります 

作業 格納 

左へ移動し 
格納状態に 
なります 

ミニモーション 

リレーボックス リレーボックス 

本体ハーネス 

バッテリケーブル 
コントロール 
ケーブル 
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珈 各部のなまえ

6

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑫ 

⑪ 

⑩ 

⑧ 

⑨ 

② 

N
K
1
0
1

N
K
1
0
1

主要諸元

各部のなまえと組立

型 式 ・ 区 分  

全　　　　　　長（㎜） 

全　　　　　　幅（㎜） 
 

全　　　　　　高（㎜） 

質　　　　　　量（㎏） 

用 途  

装 着 方 法  

松山規格CM型 

トラクタ中心から掘取中心まで 

1,130 

　0.1～0.2 

７～14 

微速付18.4～25.7（25～35） 

ステップ、0S部品 

NK101 

1,940 

作業台格納時　2,330 

作業台展開時　1,850 

1315 

360 

長ねぎの収穫 

３点リンク直装　JIS1

使 用 ジ ョ イ ン ト  

最大オフセット（㎜） 
 

作　業　速　度（㎞/h） 

作　業　能　率（h/ha）

適応トラクタ Kw（PS） 

オ プ シ ョ ン  

適応トラクタは、条件により四輪駆動、フロントウエイト必要 

作業能率は、ほ場効率70％の計算値です。 

本仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。 

漓　前ゲージ輪

滷　後ゲージ輪

澆　ディスク

潺　入力軸

潸　ロワーピン

澁　フリーマスト

澀　ミニモーション

潯　挟持ベルト

潛　掘取コンベア

濳　土落としドラム

潭　スポンジリング

澂　作業台
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蒻トラクタの幅、収穫機長さ分（点線部分）はあ

らかじめ手で掘取ります。

蓚進行方向へ掘取作業を進め、１、２、３と順次

作業を行います。

珈 掘取り準備

盧長ねぎ収穫機はオフセット作業のため、トラク

タの幅分は掘取ることができません。あらかじ

め２条位のねぎは掘取ってください。

盪それぞれのうねの掘り始め部分の収穫機の長さ

分は手で掘取ってください。

蘯トラクタの右タイヤを掘取るうねのうね溝に合

わせます。

盻操作ボックスの「作業」ボタンで、収穫機を右

にオフセットさせ、掘取り部をうね中心に合わ

せます。

眈トラクタの車速を微速の１（一番遅い速度）、

ＰＴＯを１速にし、収穫機を下ろして掘取をは

じめます。

眇少し進んだところで各部の調節を行います。

玳 掘取り姿勢の調節

盧長ねぎが挟持ベルトに対して直角にあがってく

るように調整します。

盪長ねぎの上部が先に上がってくるときは、車速

を１速速くします。長ねぎの根部が先に上がっ

てくるときは、車速を遅くするか、ＰＴＯ回転

を速くします。

珎 掘取り深さの調節

盧長ねぎにキズがついていないか確認します。

掘取り深さの調節は前後のゲージ輪で行いま

す。

盪掘取り深さが浅く長ねぎにキズがつくときは、

ゲージ輪を上げて先金深さを深くします。掘取

り深さが深く土の量が多いときは、ゲージ輪を

下げて先金深さを浅くします。

深く 深く 

浅く 浅く 

作業の方法

トラクタ幅（２条位）は 
あらかじめ手で掘取る 

収穫機長さ分は　　 
あらかじめ手で掘取る 

１ ２ ３  

蝠
蝟 

進
行
方
向 

上手な作業の方法
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玻 長ねぎの挟持高さ（はさむ高さ）の調節

盧挟持高さの調節は、ベルト枠上下調節ハンドル

を回して調節します。

珀 土落としドラムの高さ調節

盧長ねぎにキズが付かないように高さ調節レバー

で土落としドラムの高さを調節します。

珥 掘取り作業

盧トラクタのエンジン回転を1500rpm程度にし、

掘取り作業を行います。

盪掘取り作業中に掘取り部がうねの芯からずれた

ときのオフセット操作は、少しずつ行ってくだ

さい。

蘯補助者は掘取られた長ねぎを、結束等して地面

に並べていきます。

盻うねの端まで行ったらいったん停止し、トラク

タのＰＴＯのみを回し、ベルトの上の長ねぎを

後方へ送ります。

眈トラクタ長さ分の掘り残した長ねぎを手で掘取

ります。

珈 ステップ　NK1－SP（G120  901000）

盧 取付け方

①本体後部の取付ピンにＲピンで取付けます。

②長ねぎの掘取り深さによりステップ取付高さ

が変わりますので、ほ場により穴位置の上下

で調節して下さい。

玳 0Sキット　NK01－OS（G128  901000）

盧長ねぎ収穫機NK101をセットカプラで装着す

るための部品です。

盪この部品を使用するとフリーマストが使用で

きなくなるため、畑に凹凸がある時、又は軟

弱な場合はねぎ下部を切るおそれがあります。

蘯取付け方法

①マスト支点ピンを抜き、フリーマストを取り

はずします。

②Ａ穴に取外したマスト支点ピンでトップカラ

ーNKを取付けます。

16

土落としドラム 
高さ調節レバー 

ベルト枠上下 
調節ハンドル 

オプション

（上下） 
穴位置 

Ｒピン 

ガード 

取付ピン 
ステップ 

フリーマスト 

トップカラーNK

ロワーピンガイドL

23リング 

Ａ穴 

ロアーピン 
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C10

C29 W36 W3

D7

C6

C10 W4 W6
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K
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警告ラベルの種類と位置

W3 8750-326000

W4　8750-321000

W4 8750-321000 W6 8750-323000C10 8750-337000 C29 8750-384000

●警告ラベルは図の位置に貼ってあります。よくお読みになって安全に作業をしてください。

●警告ラベルは、汚れや土を落とし常に見えるようにしておいてください。

●紛失、または破損された場合には、お買い上げいただいた販売店、または農協へ下記型式、およびコードナ

ンバーでご注文のほどお願いいたします。

D7 8750-344000

W36 8750-391000

●ディスクには素手で 
　ふれないでください。 
●ケガをするおそれ 
　があります。 

C29　8750-384000

C6 8750-330000
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③ロワーピンにロワーピンガイドＬと23リング

を取付けます。

④スタンドにストッパー付キャスターとキャス

ターを取付けて、ボルトで締付けます。

⑤スタンド取付部に、スタンドの横軸を掛けて、

止ピンで抜け止めをします。

※標準で使用しているスタンドは
使用しません。

注意
●スタンドを取付けた状態では、収穫機をトラック

等に積んでの移動は行わないでください。

スタンドを曲げるおそれがあります。

警告
●点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安

全なところを選んでください。

機械が動いたり、倒れたりしない、平らで固い場所

で、トラクタの前輪には車止めをしてください。

●点検・整備をするときは、トラクタの駐車ブレー

キをかけ、ＰＴＯ変速レバーを「中立」の位置に

し、エンジンを停止してからおこなってください。

●長ねぎ収穫機の落下を防止するため、油圧ストッ

プバルブを完全に「閉め」てロックし、さらに長

ねぎ収穫機の下へ台を入れてください。

●回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエ

ンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

珈 ボルト・ナットのゆるみ点検

長ねぎ収穫機は振動の激しい機械です。必ず使用

時ごとに各部のボルト・ナットがゆるんでいない

か、一つ一つ増締めをしながら点検します。なお、

新品の場合は使用２時間後に必ずおこなってくだ

さい。

玳 ジョイントの給油

狢グリースニップル

使用時ごとにグリースを注入する。

狠ジョイントスプライン部

使用時ごとにグリースを塗る。

狡シャフトのメス、オス間

シーズンごとにグリースを塗る。

狹ロックピン

シーズンごとに注油する。

17

止ピン 

標準 
スタンド 

スタンド 

ストッパー付キャスター キャスター 

狢 狹 

狠 

狹 

狠 

狢 
狡 

スライド軸 

ジョイントカバーにも、左右各１ヶ所グリースニップ 
ルが付いています。グリースを注入してください。 

保守管理・点検整備
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珎 オフセットアームのグリース注入

使用時毎に、回転部のグリースニップルにグリー

スを注入してください。

玻 スポンジリング　ばね調整

1）ばねフック部の外外の長さを、110～115㎜に

調整してください。

●使用済みのオイルをむやみに捨てると環境汚染に

なります。

盧オイルを排出するときは、必ず容器に受けてく

ださい。地面へのたれ流しや川への廃棄は絶対

にしないでください。

盪廃油・各種ゴム部品などを捨てるときは、お買

い求めの農協、販売店にご相談ください。

警告
●格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選

んでください。

●ジョイントは長ねぎ収穫機から外して、別保管し

てください。

●格納庫には子供を近づけないでください。

守らないと長ねぎ収穫機が転倒し、傷害事故や機械

の損傷につながります。

18

格　　納

地球にやさしく

グリース注入 
４ヶ所 

110～115㎜ 
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2

点検・整備の注意事項 

注意 
改造をしないでください。保証の対象にはなりません。 
純正部品や指定以外の部品は取付けないでください。 
【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

機械の改造禁止 

警告 
交通の邪魔にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない、平らで固い場所で点検整備をして 
ください。 
【守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

点検整備は平らで固い場所でおこなう 

注意 
機械を使う前と後には必ず点検・整備をしてください。 
【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

点検・整備をする 

注意 
点検・整備・修理、または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。 
【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。 

点検整備中はエンジンを停止する 

作業時の注意事項 

警告 
作業機の着脱は，平らで固い場所でおこなってください。 
【守らないと】下敷きになったり、ケガをしたりします。 

作業機の着脱は平らな場所でおこなう 

警告 
トラクタのまわりや作業機との間に人を入れないでください。 
【守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

トラクタと作業機のまわりに人を近づけない 

注意 
装着のときや、点検・整備で取外したカバー類は、必ず取付けてください。 
【守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。 

カバー類は必ず取付ける 

注意 
点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合ったものを正しく使用してください。 
【守らないと】整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。 

目的に合った工具を正しく使用する 
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点検整備チェックリスト

異常と処理一覧表

時　　　間 

 
 

新品使用２時間 

 
 

 

使 用 前  

 

 

 

 
 

使 用 後  

 

 

 

 

 

 

シーズン終了後 

項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目 

①ボルト、ナットの増締め 

②掘取りコンベアの張り調節 

③挟持ベルトの張り調節 

④搬送ベルトの張り調節 

①ジョイントのグリースニップルへのグリース注入 

②オフセットアームのグリースニップルへのグリース注入 

③地面から上げて回転させ、異常のチェック 

①きれいに洗い、水分をふき取る 

②ボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落チェック 

③掘取コンベア、先金、土落としドラム等の磨耗チェック 

④ベルトのいたみチェック 

⑤入力軸へグリース塗布 

⑥ジョイントのスライド部へグリース塗布 

⑦ジョイントのロックピンへ注油 

⑨動く部分へ注油 

①オフセットアームのグリースニップルへのグリース注入 

②入力軸へグリース塗布 

③ジョイントのグリースニップルへのグリース注入 

④ジョイントのスライド部へグリース塗布 

⑤無塗装部へサビ止め 

⑥消耗部品は早めに交換 

部位 症　　　状 

異 音 の 発 生  
 

ジ ョ イ ン ト 鳴 り  
 

た わ む  

スプライン部のガタ 

回 ら な い  
 

山 と び  
 

 

回 ら な い  

 

原　　　　　　　因 

グリース量不足 

ジョイント折れ角が不適切 

長ねぎ収穫機の上げすぎ 

シャフトのカミ合い幅不足 

ロックピンとヨークの磨耗 

Ｖベルトの切れ 

コンベアへの石のかみこみ、土づまり 

コンベアの張り不足 

Ｖベルトの切れ 

ベルトの張り不足 

ねぎ、雑草のつまり 

処　　　置 

グリース注入 

前後角度の調整 

リフト量の規制 

長いものと交換 

すぐに交換 

Ｖベルト交換 

石、土の除去 

コンベアを調整 

Ｖベルト交換 

ベルトを調整 

取除く 

ジ
ョ
イ
ン
ト 

コ
ン
ベ
ア 

ベ
ル
ト 

使用中あるいは使用後の点検時に下表の異常が発生した場合は、再使用せず、すぐに処置をして
ください。
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アタッチメント

作業機に後付けする製品

オート装置

作業機の均平板の動きをセンサで感知して、トラ

クタに電気または機械信号で伝え、トラクタの油

圧を自動的に作動させ、作業深さを一定に規制す

る装置

オートヒッチ、カプラ

トラクタに乗ったままワンタッチで作業機を装着

できるヒッチ

クリープ（速度）

超低速の作業速度

耕うん爪取付方法

１フランジタイプ

耕うん軸の板（フランジ）に、耕うん爪１本に

対して、ボルト２本（組ボルトは１個）で取付

ける方法。

２ホルダータイプ

耕うん軸のホルダー（ブラケット）に、耕うん

爪を差し込んで、ボルト１本で取付ける方法。

耕　深

耕うんする深さ

コネクター

コードとコードをつなぐ接続口

サーキットブレーカ

電流が設定値より過大になると回路を遮断するも

ので、一時的に回路の損傷を防ぎます

３点リンク

トラクタに作業機を装着するための３点で支持を

おこなうリンク

ジョイント

トラクタの動力を作業機へ伝達するための軸

ターンバックル

トップリンクの短い物（長さの調整ができる）

ダッシング

耕うん爪の回転でトラクタが前に押され飛び出す

こと

チェックチェーン

トラクタに対し作業機が左右に振れる量を規制す

るチェーン

トップリンク

作業機を装着する３点のリンクのうち、作業機の

上部を吊り下げているリンク

ハイリフト（ニプロロータリー　10シリーズ）

フレームパイプの連結ロット取付位置と、均平板

下部の頭付ピンが取付けてある位置を、連結ロッ

トでつなぎ、均平板をはね上げる事（はね上げの

方法は、均平板の調整の項参照）

ブラケット側

チェーンケースの反対の軸受側

ポジションコントロールレバー

作業機を上げ下げするために使用するレバー

メカニカルロック

機械式に固定する。

揚　力

トラクタが作業機を上昇させるための力

リフトロッド

トラクタが作業機を上げるためロワーリンクと連

結しているアーム

リリーフ状態（音）

シリンダーが最縮および最長時、これ以上伸び縮

みできないときに音が変わったとき

リリーフ弁

油圧装置に規定以上の油の圧力がかかり、油圧装

置が破損することを防止する弁

ロワーリンク

作業機を装着する３点リンクのうち、作業機の下

部を吊り下げているリンクで左右１本ずつある

20

用語と解説
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はじめに もくじ

●この取扱説明書は長ねぎ収穫機の取扱方法と使

用上の注意事項について記載してあります。ご

使用前には必ず、この取扱説明書をよく読み十

分理解されてから、正しくお取扱いいただき、

最良の状態でご使用してください。

●お読みになった後は、必ず製品の近くに保管し、

必要になったとき読めるようにしてください。

●製品を他人に貸したり、譲り渡される場合は、

この取扱説明書を製品に添付してお渡しくださ

い。

●この取扱説明書を紛失、または損傷した場合は、

すみやかに弊社、またはお買い上げいただきま

した販売店、農協へご注文してください。

●品質、性能向上あるいは安全上、使用部品の変

更をおこなうことがあります。そのような場合

には、本書の内容、および写真・イラストなど

の一部が、本製品と一致しない場合があります

ので、ご了承ください。

●ご不明なことやお気付きのことがございました

ら、お買い上げいただきました販売店、農協へ

ご相談ください。

● 印付きの下記マークは、安全上、特に重要な

事項です。必ず守って作業をしてください。

その警告文に従わなかった場合、死
亡または重傷を負うことになるもの
を示します。

その警告文に従わなかった場合、死
亡または重傷を負う危険性があるも
のを示します。

その警告文に従わなかった場合、ケ
ガを負うおそれのあるものを示しま
す。

●この取扱説明書には安全に作業をしていただく

ために、安全上のポイント「安全に作業をする

ために」を記載してあります。ご使用前に必ず

読んでください。

注意

警告

危険
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